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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定の通信規格に基づいて試験対象となる移動通信端末（２）との間で通信を行う基地
局部（１１）と、
　前記移動通信端末と前記基地局部との間で送受信されるデータユニットに関するトレー
スデータおよび前記データユニットのスループットに関するスループットデータを前記デ
ータユニットの送受信の時刻を表す時刻情報と関連づけて蓄積する蓄積手段（１５）と、
　前記蓄積手段から前記トレースデータおよび前記スループットデータを抽出する抽出手
段（２１）と、
　前記抽出手段によって抽出された前記トレースデータをトレース表示手段（２４）によ
って表示し、前記抽出手段によって抽出された前記スループットデータにおける単位時間
のスループットの状況を表すグラフをスループット表示手段（２２）によって表示する表
示部（２５）と、を備えた通信試験装置において、
　前記グラフに示される範囲内の該グラフ上の、指定された解析をしたい少なくとも１つ
の点に対応する時刻を取得する時刻取得手段（２７）とを備え、
　前記抽出手段が前記時刻取得手段で取得した時刻に対応する、前記時刻情報に関連付け
られた前記トレースデータを特に前記蓄積手段から抽出して前記トレース表示手段がその
特に抽出されたトレースデータを識別可能に前記表示部に表示させ、
　前記スループット表示手段は、前記抽出手段によって抽出されたスループットデータに
おける単位時間毎のスループットの状況を随時スクロールさせながらグラフに表示してお



(2) JP 4951007 B2 2012.6.13

10

20

30

40

50

り、前記時刻取得手段によって前記操作部により指定された時刻が取得されたとき、前記
スクロールを停止することを特徴とする通信試験装置。
【請求項２】
　所定の通信規格に基づいて試験対象となる移動通信端末（２）との間で通信を行う基地
局部（１１）と、
　前記移動通信端末と前記基地局部との間で送受信されるデータユニットに関するトレー
スデータおよび前記データユニットのスループットに関するスループットデータを前記デ
ータユニットの送受信の時刻を表す時刻情報と関連づけて蓄積する蓄積手段（１５）と、
　前記蓄積手段から前記トレースデータおよび前記スループットデータを抽出する抽出手
段（２１）と、
　前記抽出手段によって抽出された前記トレースデータをトレース表示手段（２４）によ
って表示し、前記抽出手段によって抽出された前記スループットデータにおける単位時間
のスループットの状況を表すグラフをスループット表示手段（２２）によって表示する表
示部（２５）と、を備えた通信試験装置において、
　前記グラフに示される範囲内の該グラフ上の、指定された解析をしたい少なくとも１つ
の点に対応する時刻を取得する時刻取得手段（２７）とを備え、
　前記抽出手段が前記時刻取得手段で取得した時刻に対応する、前記時刻情報に関連付け
られた前記トレースデータを特に前記蓄積手段から抽出して前記トレース表示手段がその
特に抽出されたトレースデータを識別可能に前記表示部に表示させ、
　前記時刻取得手段は、前記表示部に表示された単位時間毎のスループットの状況に基づ
いて前記操作部により指定された複数の時刻を取得し、
　前記抽出手段は、前記時刻取得手段によって取得されたそれぞれの時刻と対応する前記
トレースデータを前記蓄積手段から抽出し、前記トレース表示手段は、前記抽出手段によ
って抽出されたそれぞれの該時刻と最も近接する時刻情報に関連づけられたトレースデー
タが識別可能となるように前記表示部に表示することを特徴とする通信試験装置。
【請求項３】
　所定の通信規格に基づいて試験対象となる移動通信端末（２）との間で通信を行う基地
局部（１１）と、
　前記移動通信端末と前記基地局部との間で送受信されるデータユニットに関するトレー
スデータおよび前記データユニットのスループットに関するスループットデータを前記デ
ータユニットの送受信の時刻を表す時刻情報と関連づけて蓄積する蓄積手段（１５）と、
　前記蓄積手段から前記トレースデータおよび前記スループットデータを抽出する抽出手
段（２１）と、
　前記抽出手段によって抽出された前記トレースデータをトレース表示手段（２４）によ
って表示し、前記抽出手段によって抽出された前記スループットデータにおける単位時間
のスループットの状況を表すグラフをスループット表示手段（２２）によって表示する表
示部（２５）と、を備えた通信試験装置において、
　前記グラフに示される範囲内の該グラフ上の、指定された解析をしたい少なくとも１つ
の点に対応する時刻を取得する時刻取得手段（２７）とを備え、
　前記抽出手段が前記時刻取得手段で取得した時刻に対応する、前記時刻情報に関連付け
られた前記トレースデータを特に前記蓄積手段から抽出して前記トレース表示手段がその
特に抽出されたトレースデータを識別可能に前記表示部に表示させ、
　前記スループット表示手段は、前記抽出手段によって抽出されたスループットデータに
おける単位時間毎のスループットの状況をグラフに表示すると共に、前記試験対象となる
移動通信端末と交渉して決定した上りまたは下りの通信帯域のうち少なくとも１つをグラ
フに表示することを特徴とする通信試験装置。
【請求項４】
　所定の通信規格に基づいて試験対象となる移動通信端末（２）との間で通信を行う基地
局部（１１）と、
　前記移動通信端末と前記基地局部との間で送受信されるデータユニットに関するトレー



(3) JP 4951007 B2 2012.6.13

10

20

30

40

50

スデータおよび前記データユニットのスループットに関するスループットデータを前記デ
ータユニットの送受信の時刻を表す時刻情報と関連づけて蓄積する蓄積手段（１５）と、
　前記蓄積手段から前記トレースデータおよび前記スループットデータを抽出する抽出手
段（２１）と、
　前記抽出手段によって抽出された前記トレースデータをトレース表示手段（２４）によ
って表示し、前記抽出手段によって抽出された前記スループットデータにおける単位時間
のスループットの状況を表すグラフをスループット表示手段（２２）によって表示する表
示部（２５）と、を備えた通信試験装置において、
　前記グラフに示される範囲内の該グラフ上の、指定された解析をしたい少なくとも１つ
の点に対応する時刻を取得する時刻取得手段（２７）とを備え、
　前記抽出手段が前記時刻取得手段で取得した時刻に対応する、前記時刻情報に関連付け
られた前記トレースデータを特に前記蓄積手段から抽出して前記トレース表示手段がその
特に抽出されたトレースデータを識別可能に前記表示部に表示させ、
　前記スループット表示手段は、前記試験対象となる移動通信端末から受信される前記デ
ータユニットに設定されている無線通信状態の品質を表す指標値のうち、前記時刻取得手
段によって取得された時刻の直前に受信された前記データユニットに設定された無線通信
状態の品質を表す指標値をグラフに表示することを特徴とする通信試験装置。
【請求項５】
　所定の通信規格に基づいて試験対象となる移動通信端末（２）との間で通信を行う基地
局部（１１）と、
　前記移動通信端末と前記基地局部との間で送受信されるデータユニットに関するトレー
スデータおよび前記データユニットのスループットに関するスループットデータを前記デ
ータユニットの送受信の時刻を表す時刻情報と関連づけて蓄積する蓄積手段（１５）と、
　前記蓄積手段から前記トレースデータおよび前記スループットデータを抽出する抽出手
段（２１）と、
　前記抽出手段によって抽出された前記トレースデータをトレース表示手段（２４）によ
って表示し、前記抽出手段によって抽出された前記スループットデータにおける単位時間
のスループットの状況を表すグラフをスループット表示手段（２２）によって表示する表
示部（２５）と、を備えた通信試験装置において、
　前記グラフに示される範囲内の該グラフ上の、指定された解析をしたい少なくとも１つ
の点に対応する時刻を取得する時刻取得手段（２７）とを備え、
　前記抽出手段が前記時刻取得手段で取得した時刻に対応する、前記時刻情報に関連付け
られた前記トレースデータを特に前記蓄積手段から抽出して前記トレース表示手段がその
特に抽出されたトレースデータを識別可能に前記表示部に表示させ、
　前記所定の通信規格に基づいた通信が他の通信規格に基づく通信への切り替わりに対応
して、前記スループット表示手段は、前記抽出手段によって抽出されたスループットデー
タにおける単位時間毎のスループットの状況を、前記所定の通信規格における前記状況と
前記他の通信規格における前記状況とに区別してグラフに表示することを特徴とする通信
試験装置。
【請求項６】
　所定の通信規格に基づいて試験対象となる移動通信端末（２）との間で通信を行う基地
局部（１１）と、
　前記移動通信端末と前記基地局部との間で送受信されるデータユニットに関するトレー
スデータおよび前記データユニットのスループットに関するスループットデータを前記デ
ータユニットの送受信の時刻を表す時刻情報と関連づけて蓄積する蓄積手段（１５）と、
　前記蓄積手段から前記トレースデータおよび前記スループットデータを抽出する抽出手
段（２１）と、
　前記抽出手段によって抽出された前記トレースデータをトレース表示手段（２４）によ
って表示し、前記抽出手段によって抽出された前記スループットデータにおける単位時間
のスループットの状況を表すグラフをスループット表示手段（２２）によって表示する表
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示部（２５）と、を備えた通信試験装置において、
　前記グラフに示される範囲内の該グラフ上の、指定された解析をしたい少なくとも１つ
の点に対応する時刻を取得する時刻取得手段（２７）とを備え、
　前記抽出手段が前記時刻取得手段で取得した時刻に対応する、前記時刻情報に関連付け
られた前記トレースデータを特に前記蓄積手段から抽出して前記トレース表示手段がその
特に抽出されたトレースデータを識別可能に前記表示部に表示させ、
　前記スループット表示手段は、前記抽出手段によって抽出されたスループットデータの
スループット値が設定値以下になっている領域が識別可能となるようにグラフに表示する
ことを特徴とする通信試験装置。
【請求項７】
　所定の通信規格に基づいて試験対象となる移動通信端末（２）との間で通信を行う基地
局部（１１）と、
　前記移動通信端末と前記基地局部との間で送受信されるデータユニットに関するトレー
スデータおよび前記データユニットのスループットに関するスループットデータを前記デ
ータユニットの送受信の時刻を表す時刻情報と関連づけて蓄積する蓄積手段（１５）と、
　前記蓄積手段から前記トレースデータおよび前記スループットデータを抽出する抽出手
段（２１）と、
　前記抽出手段によって抽出された前記トレースデータをトレース表示手段（２４）によ
って表示し、前記抽出手段によって抽出された前記スループットデータにおける単位時間
のスループットの状況を表すグラフをスループット表示手段（２２）によって表示する表
示部（２５）と、を備えた通信試験装置において、
　前記グラフに示される範囲内の該グラフ上の、指定された解析をしたい少なくとも１つ
の点に対応する時刻を取得する時刻取得手段（２７）とを備え、
　前記抽出手段が前記時刻取得手段で取得した時刻に対応する、前記時刻情報に関連付け
られた前記トレースデータを特に前記蓄積手段から抽出して前記トレース表示手段がその
特に抽出されたトレースデータを識別可能に前記表示部に表示させ、
　前記操作部により前記所定の通信規格で利用される所望のレイヤにあるプロトコルが選
択されたとき、前記スループット表示手段は、前記所望のレイヤにあるプロトコルのデー
タにおける単位時間毎のスループットの状況をグラフに表示することを特徴とする通信試
験装置。
【請求項８】
　所定の通信規格に基づいて試験対象となる移動通信端末（２）との間で通信を行う基地
局部（１１）と、
　前記移動通信端末と前記基地局部との間で送受信されるデータユニットに関するトレー
スデータおよび前記データユニットのスループットに関するスループットデータを前記デ
ータユニットの送受信の時刻を表す時刻情報と関連づけて蓄積する蓄積手段（１５）と、
　前記蓄積手段から前記トレースデータおよび前記スループットデータを抽出する抽出手
段（２１）と、
　前記抽出手段によって抽出された前記トレースデータをトレース表示手段（２４）によ
って表示し、前記抽出手段によって抽出された前記スループットデータにおける単位時間
のスループットの状況を表すグラフをスループット表示手段（２２）によって表示する表
示部（２５）と、を備えた通信試験装置において、
　前記グラフに示される範囲内の該グラフ上の、指定された解析をしたい少なくとも１つ
の点に対応する時刻を取得する時刻取得手段（２７）とを備え、
　前記抽出手段が前記時刻取得手段で取得した時刻に対応する、前記時刻情報に関連付け
られた前記トレースデータを特に前記蓄積手段から抽出して前記トレース表示手段がその
特に抽出されたトレースデータを識別可能に前記表示部に表示させ、
　前記通信試験装置は、前記移動通信端末との通信手順が記述されたシナリオが複数記憶
されたシナリオ記憶部（２９）を更に備え、
　前記シナリオは、該シナリオに記述された通信手順による試験を識別するための試験項
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目名を有しており、
　前記基地局部は、前記シナリオ記憶部に記憶された前記シナリオに基づいて試験対象と
なる前記移動通信端末との間で通信を行うとともに、該シナリオが有する試験項目名を抽
出して出力し、
　前記蓄積手段は、前記試験項目名とその開始の時刻を表す時刻情報と関連付けて蓄積し
、
　前記抽出手段は、前記蓄積手段から前記試験項目名を抽出し、前記抽出手段によって抽
出された前記試験項目名を前記表示部に表示する試験項目名表示手段（３０）を備え、
　前記抽出手段は、前記時刻取得手段で取得した時刻と前記試験項目名と関連付けられた
前記時刻情報とから、該時刻取得手段で取得した時刻に実行された試験項目名を前記蓄積
手段から抽出して出力し、
　前記試験項目名表示手段は、前記抽出手段が出力した試験項目名を受けて、前記表示部
に表示された試験項目名から該抽出手段が出力した試験項目名に対応する試験項目名を識
別可能に前記表示部に表示させることを特徴とする通信試験装置。
【請求項９】
　前記トレース表示手段は、前記表示部に表示するトレースデータと共に、該トレースデ
ータの詳細情報を前記表示部に表示することを特徴とする請求項１から請求項８までの何
れかに記載の通信試験装置。
【請求項１０】
　試験対象となる移動通信端末（２）との通信手順が記述され、かつ、記述された通信手
順による試験を識別するための試験項目名を有したシナリオが複数記憶されたシナリオ記
憶部（２９）を備え、
　前記シナリオ記憶部に記憶された前記シナリオに基づいて前記試験対象となる移動通信
端末との間で通信を行うとともに、該シナリオが有する試験項目名を抽出して出力する基
地局部（１１）と、
　前記移動通信端末と前記基地局部との間で前記シナリオに基づいて実行される試験項目
名とその開始の時刻を表す時刻情報と関連付けて蓄積するとともに、前記シナリオに基づ
いて送受信されるデータユニットのスループットに関するスループットデータを前記デー
タユニットの送受信の時刻を表す時刻情報と関連付けて蓄積する蓄積手段（１５）と、
　前記蓄積手段から前記試験項目名および前記スループットデータを抽出する抽出手段（
２１）と、
　前記抽出手段によって抽出された前記試験項目名を試験項目名表示手段（３０）によっ
て表示し、前記抽出手段によって抽出された前記スループットデータにおける単位時間の
スループットの状況を表すグラフをスループット表示手段（２２）によって表示する表示
部（２５）と、を備えた通信試験装置において、
　前記グラフに示される範囲内の該グラフ上の、指定された解析をしたい少なくとも１つ
の点に対応する時刻を取得する時刻取得手段（２７）とを備え、
　前記抽出手段が前記時刻取得手段で取得した時刻に実行中の試験項目名を前記時刻情報
に基づき特に前記蓄積手段から抽出して前記試験項目名表示手段がその特に抽出された試
験項目名を識別可能に前記表示部に表示させることを特徴とする通信試験装置。
【請求項１１】
　前記スループット表示手段は、前記抽出手段によって抽出されたスループットデータに
おける単位時間毎のスループットの状況を随時スクロールさせながらグラフに表示してお
り、前記時刻取得手段によって前記操作部により指定された時刻が取得されたとき、前記
スクロールを停止することを特徴とする請求項１０に記載の通信試験装置。
【請求項１２】
　前記時刻取得手段は、前記表示部に表示された単位時間毎のスループットの状況に基づ
いて前記操作部により指定された複数の時刻を取得し、
　前記抽出手段は、前記時刻取得手段によって取得されたそれぞれの時刻と対応する前記
トレースデータを前記蓄積手段から抽出し、前記トレース表示手段は、前記抽出手段によ
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って抽出されたそれぞれの該時刻と最も近接する時刻情報に関連づけられたトレースデー
タが識別可能となるように前記表示部に表示することを特徴とする請求項１０に記載の通
信試験装置。
【請求項１３】
　前記スループット表示手段は、前記抽出手段によって抽出されたスループットデータに
おける単位時間毎のスループットの状況をグラフに表示すると共に、前記試験対象となる
移動通信端末と交渉して決定した上りまたは下りの通信帯域のうち少なくとも１つをグラ
フに表示することを特徴とする請求項１０に記載の通信試験装置。
【請求項１４】
　前記スループット表示手段は、前記試験対象となる移動通信端末から受信される前記デ
ータユニットに設定されている無線通信状態の品質を表す指標値のうち、前記時刻取得手
段によって取得された時刻の直前に受信された前記データユニットに設定された無線通信
状態の品質を表す指標値をグラフに表示することを特徴とする請求項１０に記載の通信試
験装置。
【請求項１５】
　前記所定の通信規格に基づいた通信が他の通信規格に基づく通信への切り替わりに対応
して、前記スループット表示手段は、前記抽出手段によって抽出されたスループットデー
タにおける単位時間毎のスループットの状況を、前記所定の通信規格における前記状況と
前記他の通信規格における前記状況とに区別してグラフに表示することを特徴とする請求
項１０に記載の通信試験装置。
【請求項１６】
　前記スループット表示手段は、前記抽出手段によって抽出されたスループットデータの
スループット値が設定値以下になっている領域が識別可能となるようにグラフに表示する
ことを特徴とする請求項１０に記載の通信試験装置。
【請求項１７】
　前記操作部により前記所定の通信規格で利用される所望のレイヤにあるプロトコルが選
択されたとき、前記スループット表示手段は、前記所望のレイヤにあるプロトコルのデー
タにおける単位時間毎のスループットの状況をグラフに表示することを特徴とする請求項
１０に記載の通信試験装置。
【請求項１８】
　前記時刻取得手段は、前記表示部に表示された単位時間毎のスループットの状況に基づ
いて前記操作部により指定された複数の時刻を取得し、
　前記抽出手段は、前記時刻取得手段によって取得されたそれぞれの時刻と対応する前記
試験項目名を前記蓄積手段から抽出し、前記トレース表示手段は、前記抽出手段によって
抽出されたそれぞれの該時刻と最も近接する時刻情報に関連づけられた試験項目名が識別
可能となるように前記表示部に表示することを特徴とする請求項１０に記載の通信試験装
置。
【請求項１９】
　試験対象となる移動通信端末（２）との通信手順が記述され、かつ、記述された通信手
順による試験を識別するための試験項目名を有した複数のシナリオがシナリオ記憶部（２
９）に記憶されており、
　前記シナリオ記憶部に記憶された前記シナリオに基づいて該シナリオが有する試験項目
名を抽出して出力する基地局部と前記試験対象となる移動通信端末との間で通信を行う通
信試験方法において、
　前記移動通信端末と前記基地局部との間で前記シナリオに基づいて実行される試験項目
名とその開始の時刻を表す時刻情報と関連付けて蓄積するとともに、前記シナリオに基づ
いて送受信されるデータユニットのスループットに関するスループットデータを前記デー
タユニットの送受信の時刻を表す時刻情報と関連付けて蓄積手段（１５）に蓄積する蓄積
ステップと、
　前記蓄積手段から前記試験項目名および前記スループットデータを抽出する抽出ステッ
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プと、
　前記抽出ステップによって抽出された前記試験項目名を表示部（２５）に表示する第１
の試験項目名表示ステップと、
　前記抽出ステップによって抽出された前記スループットデータにおける単位時間のスル
ープットの状況を表すグラフを前記表示部に表示するスループット表示ステップと、
　前記グラフに示される範囲内の該グラフ上の、解析をしたい少なくとも１つの点を指定
させる指定ステップと、
　前記指定された点に対応する時刻を取得する時刻取得ステップと、
　前記抽出ステップで、前記時刻取得ステップによって取得した時刻に実行された試験項
目名が前記時刻情報に基づき特に前記蓄積手段から抽出されて、その特に抽出された試験
項目名が識別可能に前記表示部に表示される第２の試験項目名表示ステップと、を備えた
ことを特徴とする通信試験方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、通信機器との間で送受信されるデータを監視することにより、当該通信機器
の試験をするための通信試験装置及び通信試験方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の通信試験装置としては、コネクション型の手順で各アクセスポイントとコネクシ
ョンを確立させて、各アクセスポイントと対応するコネクション毎にデータ量を測定し、
測定したデータ量を集計するものが知られている（例えば、特許文献１参照）。より詳細
には、この従来の通信試験装置は、各アクセスポイントにおける１時間毎のスループット
平均値を測定しており、この測定を集計した結果として各アクセスポイントにおけるスル
ープット平均値の時間別推移を、折れ線グラフで画面に表示したりグラフの印刷を行って
いる。
【特許文献１】特開２００１－３２６６４２号公報（第５頁、第５図）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、縦軸をスループット平均値とし横軸を時間別とした折れ線グラフで画面
に表示している場合、ある時間帯から次の時間帯のスループット平均値が急激に変化（減
少または増加）しているとき等に何が原因で急激に変化したのか、また、何もしていない
のに変化したのかを、折れ線グラフの表示だけでは解析することができないという問題が
あった。
【０００４】
　本発明は、従来の問題を解決するためになされたもので、試験対象となる移動通信端末
のデータスループットが変化する原因を、容易に解析することを支援できる通信試験装置
を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の通信試験装置は、所定の通信規格に基づいて試験対象となる移動通信端末との
間で通信を行う基地局部と、前記移動通信端末と前記基地局部との間で送受信されるデー
タユニットに関するトレースデータおよび前記データユニットのスループットに関するス
ループットデータを前記データユニットの送受信の時刻を表す時刻情報と関連づけて蓄積
する蓄積手段と、前記蓄積手段から前記トレースデータおよび前記スループットデータを
抽出する抽出手段と、前記抽出手段によって抽出された前記トレースデータをトレース表
示手段によって表示し、前記抽出手段によって抽出された前記スループットデータにおけ
る単位時間のスループットの状況を表すグラフをスループット表示手段によって表示する
表示部と、を備えた通信試験装置において、前記グラフに示される範囲内の該グラフ上の
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、指定された解析をしたい少なくとも１つの点に対応する時刻を取得する時刻取得手段と
を備え、前記抽出手段が前記時刻取得手段で取得した時刻に対応する、前記時刻情報に関
連付けられた前記トレースデータを特に前記蓄積手段から抽出して前記トレース表示手段
がその特に抽出されたトレースデータを識別可能に前記表示部に表示させ、前記スループ
ット表示手段は、前記抽出手段によって抽出されたスループットデータにおける単位時間
毎のスループットの状況を随時スクロールさせながらグラフに表示しており、前記時刻取
得手段によって前記操作部により指定された時刻が取得されたとき、前記スクロールを停
止する構成を有している。
　この構成により、試験者が表示部に表示された単位時間毎のスループットの状況に基づ
いて時刻を指定したとき、指定した時刻と対応するトレースデータを抽出し、抽出された
トレースデータを識別可能に表示部に表示するため、試験対象となる移動通信端末のデー
タスループットが変化する原因を容易に解析することを支援できると共に、試験者が指定
した時刻が取得されたとき、随時スクロールさせながらグラフにスループットの状況を表
示していたスクロールを停止するため、試験者がグラフを確実に確認できるように見やす
いグラフの表示を提供することができる。
　また、本発明の通信試験装置は、所定の通信規格に基づいて試験対象となる移動通信端
末との間で通信を行う基地局部と、前記移動通信端末と前記基地局部との間で送受信され
るデータユニットに関するトレースデータおよび前記データユニットのスループットに関
するスループットデータを前記データユニットの送受信の時刻を表す時刻情報と関連づけ
て蓄積する蓄積手段と、前記蓄積手段から前記トレースデータおよび前記スループットデ
ータを抽出する抽出手段と、前記抽出手段によって抽出された前記トレースデータをトレ
ース表示手段によって表示し、前記抽出手段によって抽出された前記スループットデータ
における単位時間のスループットの状況を表すグラフをスループット表示手段によって表
示する表示部と、を備えた通信試験装置において、前記グラフに示される範囲内の該グラ
フ上の、指定された解析をしたい少なくとも１つの点に対応する時刻を取得する時刻取得
手段とを備え、前記抽出手段が前記時刻取得手段で取得した時刻に対応する、前記時刻情
報に関連付けられた前記トレースデータを特に前記蓄積手段から抽出して前記トレース表
示手段がその特に抽出されたトレースデータを識別可能に前記表示部に表示させ、前記時
刻取得手段は、前記表示部に表示された単位時間毎のスループットの状況に基づいて前記
操作部により指定された複数の時刻を取得し、前記抽出手段は、前記時刻取得手段によっ
て取得されたそれぞれの時刻と対応する前記トレースデータを前記蓄積手段から抽出し、
前記トレース表示手段は、前記抽出手段によって抽出されたそれぞれの該時刻と最も近接
する時刻情報に関連づけられたトレースデータが識別可能となるように前記表示部に表示
する構成を有している。
　この構成により、試験者が表示部に表示された単位時間毎のスループットの状況に基づ
いて時刻を指定したとき、指定した時刻と対応するトレースデータを抽出し、抽出された
トレースデータを識別可能に表示部に表示するため、試験対象となる移動通信端末のデー
タスループットが変化する原因を容易に解析することを支援できると共に、試験者が指定
した複数の時刻それぞれと対応するトレースデータが特定されるように表示するため、ス
ループットが変化する原因を容易に解析することを支援できる。
　また、本発明の通信試験装置は、所定の通信規格に基づいて試験対象となる移動通信端
末との間で通信を行う基地局部と、前記移動通信端末と前記基地局部との間で送受信され
るデータユニットに関するトレースデータおよび前記データユニットのスループットに関
するスループットデータを前記データユニットの送受信の時刻を表す時刻情報と関連づけ
て蓄積する蓄積手段と、前記蓄積手段から前記トレースデータおよび前記スループットデ
ータを抽出する抽出手段と、前記抽出手段によって抽出された前記トレースデータをトレ
ース表示手段によって表示し、前記抽出手段によって抽出された前記スループットデータ
における単位時間のスループットの状況を表すグラフをスループット表示手段によって表
示する表示部と、を備えた通信試験装置において、前記グラフに示される範囲内の該グラ
フ上の、指定された解析をしたい少なくとも１つの点に対応する時刻を取得する時刻取得
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手段とを備え、前記抽出手段が前記時刻取得手段で取得した時刻に対応する、前記時刻情
報に関連付けられた前記トレースデータを特に前記蓄積手段から抽出して前記トレース表
示手段がその特に抽出されたトレースデータを識別可能に前記表示部に表示させ、前記ス
ループット表示手段は、前記抽出手段によって抽出されたスループットデータにおける単
位時間毎のスループットの状況をグラフに表示すると共に、前記試験対象となる移動通信
端末と交渉して決定した上りまたは下りの通信帯域のうち少なくとも１つをグラフに表示
する構成を有している。
　この構成により、試験者が表示部に表示された単位時間毎のスループットの状況に基づ
いて時刻を指定したとき、指定した時刻と対応するトレースデータを抽出し、抽出された
トレースデータを識別可能に表示部に表示するため、試験対象となる移動通信端末のデー
タスループットが変化する原因を容易に解析することを支援できると共に、移動通信端末
と交渉して決定した上りまたは下りの通信帯域のうち少なくとも１つをグラフに表示する
ため、試験者は、通信帯域と比較しながらスループットの変化を確認することができる。
　また、本発明の通信試験装置は、所定の通信規格に基づいて試験対象となる移動通信端
末との間で通信を行う基地局部と、前記移動通信端末と前記基地局部との間で送受信され
るデータユニットに関するトレースデータおよび前記データユニットのスループットに関
するスループットデータを前記データユニットの送受信の時刻を表す時刻情報と関連づけ
て蓄積する蓄積手段と、前記蓄積手段から前記トレースデータおよび前記スループットデ
ータを抽出する抽出手段と、前記抽出手段によって抽出された前記トレースデータをトレ
ース表示手段によって表示し、前記抽出手段によって抽出された前記スループットデータ
における単位時間のスループットの状況を表すグラフをスループット表示手段によって表
示する表示部と、を備えた通信試験装置において、前記グラフに示される範囲内の該グラ
フ上の、指定された解析をしたい少なくとも１つの点に対応する時刻を取得する時刻取得
手段とを備え、前記抽出手段が前記時刻取得手段で取得した時刻に対応する、前記時刻情
報に関連付けられた前記トレースデータを特に前記蓄積手段から抽出して前記トレース表
示手段がその特に抽出されたトレースデータを識別可能に前記表示部に表示させ、前記ス
ループット表示手段は、前記試験対象となる移動通信端末から受信される前記データユニ
ットに設定されている無線通信状態の品質を表す指標値のうち、前記時刻取得手段によっ
て取得された時刻の直前に受信された前記データユニットに設定された無線通信状態の品
質を表す指標値をグラフに表示する構成を有している。
　この構成により、試験者が表示部に表示された単位時間毎のスループットの状況に基づ
いて時刻を指定したとき、指定した時刻と対応するトレースデータを抽出し、抽出された
トレースデータを識別可能に表示部に表示するため、試験対象となる移動通信端末のデー
タスループットが変化する原因を容易に解析することを支援できると共に、試験者が指定
した時刻の直前の無線通信状態の品質を表す指標値をグラフに表示するため、試験者は、
通信の品質と比較しながらスループットの変化を確認することができる。
　また、本発明の通信試験装置は、所定の通信規格に基づいて試験対象となる移動通信端
末との間で通信を行う基地局部と、前記移動通信端末と前記基地局部との間で送受信され
るデータユニットに関するトレースデータおよび前記データユニットのスループットに関
するスループットデータを前記データユニットの送受信の時刻を表す時刻情報と関連づけ
て蓄積する蓄積手段と、前記蓄積手段から前記トレースデータおよび前記スループットデ
ータを抽出する抽出手段と、前記抽出手段によって抽出された前記トレースデータをトレ
ース表示手段によって表示し、前記抽出手段によって抽出された前記スループットデータ
における単位時間のスループットの状況を表すグラフをスループット表示手段によって表
示する表示部と、を備えた通信試験装置において、前記グラフに示される範囲内の該グラ
フ上の、指定された解析をしたい少なくとも１つの点に対応する時刻を取得する時刻取得
手段とを備え、前記抽出手段が前記時刻取得手段で取得した時刻に対応する、前記時刻情
報に関連付けられた前記トレースデータを特に前記蓄積手段から抽出して前記トレース表
示手段がその特に抽出されたトレースデータを識別可能に前記表示部に表示させ、前記所
定の通信規格に基づいた通信が他の通信規格に基づく通信への切り替わりに対応して、前
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記スループット表示手段は、前記抽出手段によって抽出されたスループットデータにおけ
る単位時間毎のスループットの状況を、前記所定の通信規格における前記状況と前記他の
通信規格における前記状況とに区別してグラフに表示する構成を有している。
　この構成により、試験者が表示部に表示された単位時間毎のスループットの状況に基づ
いて時刻を指定したとき、指定した時刻と対応するトレースデータを抽出し、抽出された
トレースデータを識別可能に表示部に表示するため、試験対象となる移動通信端末のデー
タスループットが変化する原因を容易に解析することを支援できると共に、所定の通信規
格におけるスループットの状況と他の通信規格におけるスループットの状況とに区別して
グラフに表示するため、試験者は、通信規格の切替え時のスループットの状況を確認する
ことができる。
　また、本発明の通信試験装置は、所定の通信規格に基づいて試験対象となる移動通信端
末との間で通信を行う基地局部と、前記移動通信端末と前記基地局部との間で送受信され
るデータユニットに関するトレースデータおよび前記データユニットのスループットに関
するスループットデータを前記データユニットの送受信の時刻を表す時刻情報と関連づけ
て蓄積する蓄積手段と、前記蓄積手段から前記トレースデータおよび前記スループットデ
ータを抽出する抽出手段と、前記抽出手段によって抽出された前記トレースデータをトレ
ース表示手段によって表示し、前記抽出手段によって抽出された前記スループットデータ
における単位時間のスループットの状況を表すグラフをスループット表示手段によって表
示する表示部と、を備えた通信試験装置において、前記グラフに示される範囲内の該グラ
フ上の、指定された解析をしたい少なくとも１つの点に対応する時刻を取得する時刻取得
手段とを備え、前記抽出手段が前記時刻取得手段で取得した時刻に対応する、前記時刻情
報に関連付けられた前記トレースデータを特に前記蓄積手段から抽出して前記トレース表
示手段がその特に抽出されたトレースデータを識別可能に前記表示部に表示させ、前記ス
ループット表示手段は、前記抽出手段によって抽出されたスループットデータのスループ
ット値が設定値以下になっている領域が識別可能となるようにグラフに表示する構成を有
している。
　この構成により、試験者が表示部に表示された単位時間毎のスループットの状況に基づ
いて時刻を指定したとき、指定した時刻と対応するトレースデータを抽出し、抽出された
トレースデータを識別可能に表示部に表示するため、試験対象となる移動通信端末のデー
タスループットが変化する原因を容易に解析することを支援できると共に、スループット
データのスループット値が設定値以下になっている領域が特定されるようにグラフに表示
するため、スループット値が低下したことを警告することができる。
　また、本発明の通信試験装置は、所定の通信規格に基づいて試験対象となる移動通信端
末との間で通信を行う基地局部と、前記移動通信端末と前記基地局部との間で送受信され
るデータユニットに関するトレースデータおよび前記データユニットのスループットに関
するスループットデータを前記データユニットの送受信の時刻を表す時刻情報と関連づけ
て蓄積する蓄積手段と、前記蓄積手段から前記トレースデータおよび前記スループットデ
ータを抽出する抽出手段と、前記抽出手段によって抽出された前記トレースデータをトレ
ース表示手段によって表示し、前記抽出手段によって抽出された前記スループットデータ
における単位時間のスループットの状況を表すグラフをスループット表示手段によって表
示する表示部と、を備えた通信試験装置において、前記グラフに示される範囲内の該グラ
フ上の、指定された解析をしたい少なくとも１つの点に対応する時刻を取得する時刻取得
手段とを備え、前記抽出手段が前記時刻取得手段で取得した時刻に対応する、前記時刻情
報に関連付けられた前記トレースデータを特に前記蓄積手段から抽出して前記トレース表
示手段がその特に抽出されたトレースデータを識別可能に前記表示部に表示させ、前記操
作部により前記所定の通信規格で利用される所望のレイヤにあるプロトコルが選択された
とき、前記スループット表示手段は、前記所望のレイヤにあるプロトコルのデータにおけ
る単位時間毎のスループットの状況をグラフに表示する構成を有している。
　この構成により、試験者が表示部に表示された単位時間毎のスループットの状況に基づ
いて時刻を指定したとき、指定した時刻と対応するトレースデータを抽出し、抽出された
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トレースデータを識別可能に表示部に表示するため、試験対象となる移動通信端末のデー
タスループットが変化する原因を容易に解析することを支援できると共に、特定のレイヤ
にある通信規格のデータにおける単位時間毎のスループットの状況をグラフに表示するた
め、試験者は、レイヤ毎のスループットの状況を確認することができる。
　また、本発明の通信試験装置は、所定の通信規格に基づいて試験対象となる移動通信端
末との間で通信を行う基地局部と、前記移動通信端末と前記基地局部との間で送受信され
るデータユニットに関するトレースデータおよび前記データユニットのスループットに関
するスループットデータを前記データユニットの送受信の時刻を表す時刻情報と関連づけ
て蓄積する蓄積手段と、前記蓄積手段から前記トレースデータおよび前記スループットデ
ータを抽出する抽出手段と、前記抽出手段によって抽出された前記トレースデータをトレ
ース表示手段によって表示し、前記抽出手段によって抽出された前記スループットデータ
における単位時間のスループットの状況を表すグラフをスループット表示手段によって表
示する表示部と、を備えた通信試験装置において、前記グラフに示される範囲内の該グラ
フ上の、指定された解析をしたい少なくとも１つの点に対応する時刻を取得する時刻取得
手段とを備え、前記抽出手段が前記時刻取得手段で取得した時刻に対応する、前記時刻情
報に関連付けられた前記トレースデータを特に前記蓄積手段から抽出して前記トレース表
示手段がその特に抽出されたトレースデータを識別可能に前記表示部に表示させ、前記通
信試験装置は、前記移動通信端末との通信手順が記述されたシナリオが複数記憶されたシ
ナリオ記憶部を更に備え、前記シナリオは、該シナリオに記述された通信手順による試験
を識別するための試験項目名を有しており、前記基地局部は、前記シナリオ記憶部に記憶
された前記シナリオに基づいて試験対象となる前記移動通信端末との間で通信を行うとと
もに、該シナリオが有する試験項目名を抽出して出力し、前記蓄積手段は、前記試験項目
名とその開始の時刻を表す時刻情報と関連付けて蓄積し、前記抽出手段は、前記蓄積手段
から前記試験項目名を抽出し、前記抽出手段によって抽出された前記試験項目名を前記表
示部に表示する試験項目名表示手段を備え、前記抽出手段は、前記時刻取得手段で取得し
た時刻と前記試験項目名と関連付けられた前記時刻情報とから、該時刻取得手段で取得し
た時刻に実行された試験項目名を前記蓄積手段から抽出して出力し、前記試験項目名表示
手段は、前記抽出手段が出力した試験項目名を受けて、前記表示部に表示された試験項目
名から該抽出手段が出力した試験項目名に対応する試験項目名を識別可能に前記表示部に
表示させる構成を有している。
　この構成により、試験者が表示部に表示された単位時間毎のスループットの状況に基づ
いて時刻を指定したとき、指定した時刻と対応するトレースデータを抽出し、抽出された
トレースデータを識別可能に表示部に表示するため、試験対象となる移動通信端末のデー
タスループットが変化する原因を容易に解析することを支援できると共に、試験者が表示
部に表示された時刻を指定したとき、指定した時刻と対応するトレースデータを抽出し、
抽出されたトレースデータが特定されるように表示部に表示すると共に、時刻と対応する
試験項目名を抽出し、抽出された試験項目名が特定されるように表示部に表示するため、
移動通信端末のデータスループットが変化する原因を容易に解析することを支援でき、複
数の試験結果のうちどの試験で発生した移動通信端末のデータスループットなのかを特定
することができる。
【０００６】
　また、本発明の通信試験装置における前記トレース表示手段は、前記表示部に表示する
トレースデータと共に、該トレースデータの詳細情報を前記表示部に表示する構成を有し
ている。
　この構成により、トレースデータと共に、該トレースデータの詳細情報を表示するため
、データスループットが変化する原因を容易に解析することを支援できる。
【０００７】
　本発明の通信試験装置は、試験対象となる移動通信端末との通信手順が記述され、かつ
、記述された通信手順による試験を識別するための試験項目名を有したシナリオが複数記
憶されたシナリオ記憶部を備え、前記シナリオ記憶部に記憶された前記シナリオに基づい
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て前記試験対象となる移動通信端末との間で通信を行うとともに、該シナリオが有する試
験項目名を抽出して出力する基地局部と、前記移動通信端末と前記基地局部との間で前記
シナリオに基づいて実行される試験項目名とその開始の時刻を表す時刻情報と関連付けて
蓄積するとともに、前記シナリオに基づいて送受信されるデータユニットのスループット
に関するスループットデータを前記データユニットの送受信の時刻を表す時刻情報と関連
付けて蓄積する蓄積手段と、前記蓄積手段から前記試験項目名および前記スループットデ
ータを抽出する抽出手段と、前記抽出手段によって抽出された前記試験項目名を試験項目
名表示手段によって表示し、前記抽出手段によって抽出された前記スループットデータに
おける単位時間のスループットの状況を表すグラフをスループット表示手段によって表示
する表示部と、を備えた通信試験装置において、前記グラフに示される範囲内の該グラフ
上の、指定された解析をしたい少なくとも１つの点に対応する時刻を取得する時刻取得手
段とを備え、前記抽出手段が前記時刻取得手段で取得した時刻に実行中の試験項目名を前
記時刻情報に基づき特に前記蓄積手段から抽出して前記試験項目名表示手段がその特に抽
出された試験項目名を識別可能に前記表示部に表示させる構成を有している。
　この構成により、試験者が表示部に表示された単位時間毎のスループットの状況に基づ
いて時刻を指定したとき、指定した時刻に実行された試験項目名を抽出し、抽出された試
験項目名が特定されるように表示部に表示するため、移動通信端末のデータスループット
が変化する原因を容易に解析することを支援でき、複数の試験結果のうちどの試験で発生
した移動通信端末のデータスループットなのかを特定することができる。
【０００８】
　また、本発明の通信試験装置における前記スループット表示手段は、前記抽出手段によ
って抽出されたスループットデータにおける単位時間毎のスループットの状況を随時スク
ロールさせながらグラフに表示しており、前記時刻取得手段によって前記操作部により指
定された時刻が取得されたとき、前記スクロールを停止する構成を有している。
　この構成により、試験者が指定した時刻が取得されたとき、随時スクロールさせながら
グラフにスループットの状況を表示していたスクロールを停止するため、試験者がグラフ
を確実に確認できるように見やすいグラフの表示を提供することができる。
【０００９】
　また、本発明の通信試験装置における前記時刻取得手段は、前記表示部に表示された単
位時間毎のスループットの状況に基づいて操作部により指定された複数の時刻を取得し、
前記抽出手段は、前記時刻取得手段によって取得されたそれぞれの時刻と対応する前記ト
レースデータを前記蓄積手段から抽出し、前記トレース表示手段は、前記抽出手段によっ
て抽出されたそれぞれの該時刻と最も近接する時刻情報に関連づけられたトレースデータ
が識別可能となるように前記表示部に表示する構成を有している。
　この構成により、試験者が指定した複数の時刻それぞれと対応するトレースデータが特
定されるように表示するため、スループットが変化する原因を容易に解析することを支援
できる。
【００１０】
　また、本発明の通信試験装置における前記スループット表示手段は、前記抽出手段によ
って抽出されたスループットデータにおける単位時間毎のスループットの状況をグラフに
表示すると共に、前記試験対象となる移動通信端末と交渉して決定した上りまたは下りの
通信帯域のうち少なくとも１つをグラフに表示する構成を有している。
　この構成により、移動通信端末と交渉して決定した上りまたは下りの通信帯域のうち少
なくとも１つをグラフに表示するため、試験者は、通信帯域と比較しながらスループット
の変化を確認することができる。
【００１１】
　また、本発明の通信試験装置は、前記試験対象となる移動通信端末から受信される前記
データユニットに設定されている無線通信状態の品質を表す指標値のうち、前記時刻取得
手段によって取得された時刻の直前に受信された前記データユニットに設定された無線通
信状態の品質を表す指標値をグラフに表示する構成を有している。
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　この構成により、試験者が指定した時刻の直前の無線通信状態の品質を表す指標値をグ
ラフに表示するため、試験者は、通信の品質と比較しながらスループットの変化を確認す
ることができる。
【００１２】
　また、本発明の通信試験装置は、前記所定の通信規格に基づいた通信が他の通信規格に
基づく通信への切り替わりに対応して、前記スループット表示手段は、前記抽出手段によ
って抽出されたスループットデータにおける単位時間毎のスループットの状況を、前記所
定の通信規格における前記状況と前記他の通信規格における前記状況とに区別してグラフ
に表示する構成を有している。
　この構成により、所定の通信規格におけるスループットの状況と他の通信規格における
スループットの状況とに区別してグラフに表示するため、試験者は、通信規格の切替え時
のスループットの状況を確認することができる。
【００１３】
　また、本発明の通信試験装置における前記スループット表示手段は、前記抽出手段によ
って抽出されたスループットデータのスループット値が設定値以下になっている領域が識
別可能となるようにグラフに表示する構成を有している。
　この構成により、スループットデータのスループット値が設定値以下になっている領域
が特定されるようにグラフに表示するため、スループット値が低下したことを警告するこ
とができる。
【００１４】
　また、本発明の通信試験装置は、前記操作部により前記所定の通信規格で利用される所
望のレイヤにあるプロトコルが選択されたとき、前記スループット表示手段は、前記所望
のレイヤにあるプロトコルのデータにおける単位時間毎のスループットの状況をグラフに
表示する構成を有している。
　この構成により、特定のレイヤにある通信規格のデータにおける単位時間毎のスループ
ットの状況をグラフに表示するため、試験者は、レイヤ毎のスループットの状況を確認す
ることができる。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明は、試験対象となる移動通信端末のデータスループットが変化する原因を容易に
解析することを支援できる通信試験装置及び通信試験方法を提供するものである。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明のスループットデータとトレースデータとを対応付けて表示する実施の形
態に係る通信試験装置の構成図
【図２】図１の実施の形態の表示部に表示されるウインドウ形式で各種データを表示する
ときのイメージ図
【図３】トレースデータの詳細情報を表示するときのイメージ図
【図４】移動通信端末と交渉して決定した上りおよび下りの通信帯域を表示するときのイ
メージ図
【図５】スループットの状況を表すグラフと共にＣＱＩ値を表示するときのイメージ図
【図６】所定のプロトコルが他のプロトコルに切り替わる際のスループットの状況を表す
グラフのイメージ図
【図７】スループット値が設定値以下になっている領域が特定される際のスループッ　　
トの状況を表すグラフのイメージ図
【図８】本発明のスループットデータと試験項目名とを対応付けて表示する実施の形態に
係る通信試験装置の構成図
【図９】図８の実施の形態の表示部に表示されるウインドウ形式で各種データを表示する
ときのイメージ図
【図１０】シナリオ記憶部に記憶されているシナリオの一例としてシナリオVoice_test、
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Packet_Ratechange_test、PPP_testの内容の一部を示す図
【図１１】スループットデータとトレースデータとを対応付けて表示するフローチャート
【図１２】スループットデータと試験項目名とを対応付けて表示するフローチャート
【符号の説明】
【００１８】
　１　通信試験装置
　２　移動通信端末
　３　グラフ
　４、６　表示領域
　５　マーカー
　７　上りベアラ最大帯域
　８　下りベアラ最大帯域
　１１　基地局部
　１２　トレースデータ情報生成手段
　１３　スループット算出手段
　１４　時刻情報発生手段
　１５　蓄積手段
　１６　帯域制御手段
　２１　抽出手段
　２２　スループット表示手段
　２３　表示スケール変更手段
　２４　トレース表示手段
　２５　表示部
　２６　操作部
　２７　時刻取得手段
　２８　表示位置制御手段
　２９　シナリオ記憶部
　３０　試験項目名表示手段
　３１　表示領域
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　以下、本発明のスループットデータとトレースデータとを対応付けて表示する実施の形
態に係る通信試験装置について、図面を用いて説明する。図１は、本発明の実施の形態に
係る通信試験装置の構成図を示したものである。
【００２０】
　図１に示した通信試験装置１は、移動体通信システムにおける基地局を擬似するための
もので、移動通信端末２と所定の通信規格に基づいた通信を行って移動通信端末２を試験
するようになっている。例えば、通信試験装置１は、移動通信端末２との間で通信規格に
基づいた形式および単位で送受信される情報（データユニット）の単位時間あたりの転送
情報量（スループット）を測定する機能を有している。
【００２１】
　通信試験装置１は、基地局部１１、トレースデータ情報生成手段１２、スループット算
出手段１３、時刻情報発生手段１４、蓄積手段１５、帯域制御手段１６、抽出手段２１、
スループット表示手段２２、表示スケール変更手段２３、トレース表示手段２４、表示部
２５、操作部２６、時刻取得手段２７、および表示位置制御手段２８によって構成される
。
【００２２】
　また、通信試験装置１は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、およびハードディスクなどの記憶媒体やＣ
ＰＵなどによって構成されており、上述した手段の一部においてはＣＰＵによって実行さ
れるプログラムのモジュールで構成される。なお、上述した手段は、プログラムのモジュ
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ールに替えて電子回路で構成してもよい。
【００２３】
　基地局部１１は、移動体通信システムにおける基地局を擬似（シミュレーション）し、
試験対象となる移動通信端末２と所定の通信規格に基づいた通信を無線で行うようになっ
ている。
【００２４】
　所定の通信規格としては、例えば、Ｗ－ＣＤＭＡ（Wideband Code Division Multiple 
Access）、ＧＳＭ（Global System for Mobile）等であり、Ｗ－ＣＤＭＡを拡張した高速
パケット通信規格である３ＧＰＰ(3rd Generation Partnership Project)で規定されてい
るＨＳＤＰＡ (High Speed Downlink Packet Access) 等も含まれる。
【００２５】
　トレースデータ情報生成手段１２は、移動通信端末２に送信されるデータユニットおよ
び移動通信端末２から受信されたデータユニットを基地局部１１から取得し、取得した送
受信のデータユニットからイベントの番号、各レイヤ間でのシーケンス状況、プリミティ
ブ、メッセージ、時刻などに対応した情報を抽出し、さらに時刻情報を付加した情報をト
レースデータとして生成して蓄積手段１５に出力するようになっている。また、トレース
データ情報生成手段１２は、送受信のデータユニットをスループット算出手段１３に出力
するようになっている。
【００２６】
　スループット算出手段１３は、トレースデータ情報生成手段１２から出力されたデータ
ユニットに基づいてチャネル毎やセッション毎かつ単位時間毎にスループットを算出し、
算出したスループットのデータに時刻情報を付加し、付加した情報をスループットデータ
として生成して蓄積手段１５に出力するようになっている。また、スループット算出手段
１３は、スループットのデータを帯域制御手段１６に出力するようになっている。チャネ
ルやセッションとしては、ロジカルチャネル、トランスポートチャネル、フィジカルチャ
ネルやＮＳＡＰＩ（ネットワークサービスアクセスポイント識別子）等がある。
【００２７】
　なお、スループットは、ユーザーが特に指定しない限り、各レイヤのオーバヘッドを取
り除いたデータの実効速度を表している。
【００２８】
　時刻情報発生手段１４は、一定時間毎に時刻情報をトレースデータ情報生成手段１２お
よびスループット算出手段１３に出力するようになっている。
【００２９】
　蓄積手段１５は、トレースデータ情報生成手段１２から出力されたトレースデータをト
レースログ１５ａとして記憶媒体に蓄積し、かつ、スループット算出手段１３から出力さ
れたスループットデータをスループットログ１５ｂとして記憶媒体に蓄積するようになっ
ている。
【００３０】
　帯域制御手段１６は、スループット算出手段１３から出力されたスループットのデータ
に基づき、移動通信端末２と通信規格に基づいた手順により通信帯域の交渉（設定）を行
い、移動通信端末２との通信帯域を制御するようになっている。
【００３１】
　抽出手段２１は、蓄積手段１５からスループットデータを抽出し、抽出したスループッ
トデータをスループット表示手段２２に出力し、かつ、蓄積手段１５からトレースデータ
を抽出し、抽出したトレースデータをトレース表示手段２４に出力するようになっている
。
【００３２】
　スループット表示手段２２は、抽出手段２１によって抽出されたスループットデータに
おける単位時間毎のスループットの状況をグラフで表示部２５に表示するようになってい
る。例えば、表示部２５に表示するスループットの状況におけるグラフを図２に示す。
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【００３３】
　図２は、表示部２５に表示されるウインドウ形式で各種データを表示するときのイメー
ジ図である。グラフ３は、横軸を時刻とし、縦軸を単位時間毎に対応させたスループット
（毎秒キロビット）とした場合におけるスループットの状況を表したグラフである。
【００３４】
　表示スケール変更手段２３は、例えば、試験者によって指定される単位時間の入力を受
付けて、指定される単位時間毎にグラフ３を更新するようスループット表示手段２２に指
示するようになっている。なお、スループット表示手段２２は、単位時間毎のスループッ
トの状況を単位時間毎にスクロールさせながら、最新のスループットの状況を順次グラフ
３に表示するようにしてもよい。
【００３５】
　トレース表示手段２４は、抽出手段２１によって抽出された最新のトレースデータを表
示部２５に随時表示するようになっている。例えば、表示部２５に表示するトレースデー
タの状況におけるグラフを図２に示す。トレースデータの表示領域４には、イベントの番
号、各レイヤ間でのシーケンス状況、プリミティブ、メッセージ、時刻などに対応した情
報が表示されている。
【００３６】
　表示部２５は、例えば液晶ディスプレイなどで構成され、図２に示したイメージを表示
するようになっている。また、操作部２６は、複数の操作ボタンなどによって構成され、
試験者から情報を入力する。
【００３７】
　試験者が表示部２５に表示された単位時間毎のスループットの状況から、特に詳細な情
報を確認したい時刻を操作部２６を用いて指定した場合、時刻取得手段２７は、指定され
た時刻を取得するようになっている。また、時刻取得手段２７は、取得した時刻を抽出手
段２１に出力するようになっている。
【００３８】
　表示位置制御手段２８は、例えば、試験者が図２に示したグラフ３や表示領域４のスク
ロールバーを操作部２６を用いて移動させた場合、スクロールバーの移動状況に応じたス
ループットデータまたはトレースデータを抽出手段２１に抽出させるようになっている。
【００３９】
　また、抽出手段２１は、スクロールバーの移動状況に応じたスループットデータまたは
トレースデータを蓄積手段１５から抽出した場合、抽出したスループットデータまたはト
レースデータをスループット表示手段２２またはトレース表示手段２４に出力し、スルー
プット表示手段２２またはトレース表示手段２４は、スループットデータやトレースデー
タを表示部２５に表示するようになっている。
【００４０】
　また、抽出手段２１は、時刻取得手段２７から出力された時刻と対応するトレースデー
タを蓄積手段１５から抽出し、抽出したトレースデータをトレース表示手段２４に出力し
、トレース表示手段２４は、トレースデータを表示部２５に表示するようになっている。
【００４１】
　以上のように構成された本発明の実施の形態に係る通信試験装置の動作について図面を
参照しながら説明する。
【００４２】
　（第１の実施の形態）
　まず、試験者が、表示部２５に表示されたグラフ３上の詳細に確認したい箇所に、操作
部２６を用いてマーカー５を配置する。すると、時刻取得手段２７は、マーカー５が配置
した位置にある時刻を取得し、取得した時刻を抽出手段２１に出力する。なお、グラフ上
の詳細に確認したい箇所をマーカーを用いず操作部２６により時刻を数値入力して時刻を
指定してもよい。
【００４３】
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　次に、抽出手段２１は、時刻取得手段２７から出力された時刻と対応するトレースデー
タを蓄積手段１５から抽出する。時刻取得手段２７から出力された時刻と対応するトレー
スデータは、その時刻に最も近いトレースデータでもよいし、その時刻から直前のトレー
スデータでもよい。
【００４４】
　抽出手段２１は、抽出したトレースデータをトレース表示手段２４に出力し、トレース
表示手段２４は、抽出手段２１によって出力されたトレースデータが特定されるように表
示部２５に表示する。例えば、トレース表示手段２４は、抽出手段２１によって出力され
たトレースデータがトレースデータの表示領域４で表示されている時刻範囲の外にあった
場合、トレースデータの表示領域４に収まるようにトレースデータを表示したり、トレー
スデータをハイライトさせて表示する。
【００４５】
　（第２の実施の形態）
　また、図３は、図２と同様に表示部２５に表示されるウインドウ形式で各種データを表
示するときのイメージ図であり、図３に示すように、トレース表示手段２４は、抽出手段
２１によって出力されたトレースデータの表示領域４にトレースデータを表示すると共に
、該トレースデータのメッセージをデコードした内容やプリミティブに設定されているパ
ラメータ値などの詳細情報を表示領域６に表示する。
【００４６】
　（第３の実施の形態）
　また、スループット表示手段２２は、単位時間毎のスループットの状況を随時スクロー
ルさせながらグラフに表示している場合、時刻取得手段２７によって試験者が指定した時
刻が取得されたとき、スクロールを停止するようにしてもよい。
【００４７】
　（第４の実施の形態）
　また、試験者が、表示部２５に表示されたグラフ３を参照して詳細に確認したい箇所に
、操作部２６を用いて複数のマーカー５を配置した場合、時刻取得手段２７は、試験者が
指定した複数の時刻を取得し、抽出手段２１は、時刻取得手段２７によって取得されたそ
れぞれの時刻と対応するトレースデータを蓄積手段１５から抽出し、トレース表示手段２
４は、抽出手段２１によって抽出されたそれぞれの時刻と対応するトレースデータが特定
されるようにトレースデータの表示領域４に表示するようにしてもよい。
【００４８】
　なお、指定されたそれぞれの時刻が離散している場合、それぞれの時刻と対応するトレ
ースデータが表示領域４内に収まらないこともあるため、トレース表示手段２４は、それ
ぞれの時刻と対応するトレースデータをハイライトさせる。すなわち、試験者がトレース
データをスクロールさせた際に、指定した時刻と対応するトレースデータがトレースデー
タの表示領域４にあるとき、トレース表示手段２４は、そのトレースデータをハイライト
させて表示する。また、マーカー５をドラッグすることで試験者が連続した時刻を指定す
るようにしてもよい。
【００４９】
　（第５の実施の形態）
　また、スループット表示手段２２は、抽出手段２１によって抽出されたスループットデ
ータにおける単位時間毎のスループットの状況をグラフに表示すると共に、プロトコルに
準拠して移動通信端末２と交渉して帯域制御手段１６により決定された上りまたは下りの
通信帯域のうち少なくとも１つをグラフに表示するようにしてもよい。例えば、図４に示
すように、スループット表示手段２２は、グラフ３内に上りベアラ最大帯域７や下りベア
ラ最大帯域８を表示するようにしてもよい。なお、上りベアラ最大帯域７は、移動通信端
末２に割り当てている上りの通信帯域であり、下りベアラ最大帯域８は、移動通信端末２
に割り当てている下りの通信帯域である。また、通信中の状態でも通信帯域が変更できる
ため、図４のように段階的に通信帯域が変化する。
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【００５０】
　（第６の実施の形態）
　スループット表示手段２２は、移動通信端末２から送受信されるデータユニットに設定
されているＣＱＩ値のうち、時刻取得手段２７によって取得された時刻の直前のＣＱＩ値
を、図５に示すようにグラフ３に表示するようにしてもよい。具体的な動作としては、時
刻取得手段２７は、マーカー５が配置した位置にある時刻を取得し、抽出手段２１は、時
刻取得手段２７が取得した時刻の前にあってＣＱＩ値が含まれるトレースデータのうち、
その時刻の直前にあるＣＱＩ値を抽出し、抽出したＣＱＩ値を図５に示すようにグラフに
表示する。
【００５１】
　なお、ＣＱＩ値とは、無線通信状態の品質を表す指標値である。ＣＱＩ値が含まれるト
レースデータのPrimitiveの名称は、PHY-Data-INDであり、3GPP TS25.302/10.1.4で定義
されており、ＣＱＩ値のデータ部は3GPP TS25.212/4.7.1において定義されている。
【００５２】
　（第７の実施の形態）
　また、移動通信端末２と通信しているときの通信規格Ｗ－ＣＤＭＡが他の通信規格であ
るＧＰＲＳに切り替わる（ハンドオーバー）際、スループット表示手段２２は、抽出手段
２１によって抽出されたスループットデータにおける単位時間毎のスループットの状況を
、図６に示すように、Ｗ－ＣＤＭＡにおけるスループットの状況とＧＰＲＳにおけるスル
ープットの状況とに区別してグラフ３に表示するようにしてもよい。
【００５３】
　（第８の実施の形態）
　また、スループット表示手段２２は、抽出手段２１によって抽出されたスループットデ
ータのスループット値が設定値以下になっている領域が特定されるよう、グラフ３に表示
するようにしてもよい。例えば、図７に示すように、スループット値が低下したことを警
告するための条件として、操作部２６より設定値を８０００に設定した場合、スループッ
ト表示手段２２は、８０００以下になっている領域が特定されるようグラフ３に表示する
。
【００５４】
　（第９の実施の形態）
　また、試験者が、特定のレイヤに関するスループットの状況、例えばＨＳＤＰＡで利用
されるレイヤ１（物理層）にあるプロトコルのスループットの状況を確認したい場合があ
る。試験者が、操作部２６よりレイヤ１を選択したとき、スループット表示手段２２は、
レイヤ１にあるプロトコルのデータにおける単位時間毎のスループットの状況をグラフに
表示するようにしてもよい。勿論、レイヤ１を例にとって説明しているが、レイヤ１に限
定されず、対象としているプロトコルのレイヤであればよい。
【００５５】
　レイヤ３（ネットワーク層）の状況を表示した状態からレイヤ２（データリンク層）や
レイヤ１（物理層）などの下位のレイヤのスループットの状況を表示する場合、具体的に
は、スループット算出手段１３が、下位のレイヤにあるプロトコルのデータにおける単位
時間毎のスループットのデータに時刻情報を付加し、付加した情報をスループットデータ
として生成して蓄積手段１５に出力する。抽出手段２１は、時刻取得手段２７によって取
得された時刻と対応する下位のレイヤにあるプロトコルのスループットデータを蓄積手段
１５から抽出し、スループット表示手段２２は、抽出手段２１によって抽出された時刻と
対応する下位のレイヤにあるプロトコルのスループットデータが特定されるように表示部
２５に表示する。下位のレイヤにあるプロトコルのスループットデータが確認できれば、
下位のレイヤにあるプロトコルの再送状況などがわかる。
【００５６】
　（第１０の実施の形態）
　また、スループット表示手段２２は、グラフ３の表示を分割するようにしてもよい。試
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験者は、分割された１つのグラフを表示する際に、分割された他のグラフの時間軸が異な
るようにそれぞれのグラフを表示することで、それぞれのグラフを比較することができる
。また、スループット表示手段２２は、グラフ３を拡大したり縮小して表示部２５に表示
するようにしてもよい。
【００５７】
　以上説明したように、本発明の実施の形態に係る通信試験装置は、試験者が表示部２５
に表示された単位時間毎のスループットの状況に基づいて時刻を指定したとき、指定した
時刻と対応するトレースデータを抽出し、抽出されたトレースデータが特定されるように
表示部２５に表示するため、移動通信端末２のデータスループットが変化する原因を容易
に解析することを支援できる。
【００５８】
　ここで、本発明のスループットデータとトレースデータとを対応付けて表示する実施の
形態に係る通信試験方法を図１１に示し、以下に説明する。
【００５９】
　まず、トレースデータ情報生成手段１２は、所定の通信規格に基づいて試験対象となる
移動通信端末２と基地局部１１との間で送受信されるデータユニットに関するトレースデ
ータ及びデータユニットのスループットに関するスループットデータを、データユニット
の送受信の時刻を表す時刻情報と関連付けて蓄積手段１５に蓄積する（Ｓ１）。
【００６０】
　次に、抽出手段２１は、蓄積手段１５からトレースデータおよぴスループットデータを
抽出し（Ｓ２）、スループット表示手段２２およびトレース表示手段２４は、抽出された
トレースデータおよび抽出されたスループットデータにおける単位時間のスループットの
状況を表すグラフ３を表示部２５に表示する（Ｓ３、Ｓ４）。
【００６１】
　グラフ３に示される範囲内の解析をしたい少なくとも１つの点が操作部２６で指定され
たとき（Ｓ５）、時刻取得手段２７は、指定された点に対応する時刻を取得する（Ｓ６）
。取得した時刻に対応する時刻情報に関連付けられたトレースデータが特に蓄積手段１５
から抽出され、抽出手段２１は、抽出されたトレースデータが識別可能に表示部２５に表
示される（Ｓ７）。このとき、トレースデータと共にトレースデータの詳細情報が表示部
２５に表示されるようにしても良い。
【００６２】
　次に、本発明のスループットデータと試験項目名とを対応付けて表示する実施の形態に
係る通信試験装置を図８に示し、図８に示した通信試験装置１について以下に説明する。
図８に示した通信試験装置１は、移動体通信システムにおける基地局を擬似するためのも
ので、移動通信端末２と所定の通信規格に基づいた通信を通信手順が記述されたシナリオ
に沿って行って移動通信端末２を試験するようになっている。例えば、通信試験装置１は
、移動通信端末２の試験において、移動通信端末２との間で通信規格に基づいた形式およ
び単位で送受信される情報（データユニット）の単位時間あたりの転送情報量（スループ
ット）を測定する機能を有している。
【００６３】
　通信試験装置１は、基地局部１１、トレースデータ情報生成手段１２、スループット算
出手段１３、時刻情報発生手段１４、蓄積手段１５、帯域制御手段１６、抽出手段２１、
スループット表示手段２２、表示スケール変更手段２３、トレース表示手段２４、表示部
２５、操作部２６、時刻取得手段２７、表示位置制御手段２８、シナリオ記憶部２９、お
よび試験項目名表示手段３０によって構成される。
【００６４】
　また、通信試験装置１は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、およびハードディスクなどの記憶媒体やＣ
ＰＵなどによって構成されており、上述した手段の一部においてはＣＰＵによって実行さ
れるプログラムのモジュールで構成される。なお、上述した手段は、プログラムのモジュ
ールに替えて電子回路で構成してもよい。
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【００６５】
　基地局部１１は、移動体通信システムにおける基地局を擬似（シミュレーション）し、
試験対象となる移動通信端末２と所定の通信規格に基づいた通信を無線で行うようになっ
ている。
【００６６】
　所定の通信規格としては、例えば、Ｗ－ＣＤＭＡ（Wideband Code Division Multiple 
Access）、ＧＳＭ（Global System for Mobile）等であり、Ｗ－ＣＤＭＡを拡張した高速
パケット通信規格である３ＧＰＰ(3rd Generation Partnership Project)で規定されてい
るＨＳＤＰＡ (High Speed Downlink Packet Access) 等も含まれる。
【００６７】
　基地局部１１と移動通信端末２との通信は、通信手順が記述されたシナリオに沿って行
われ、このシナリオはシナリオ記憶部２９に複数記憶されている。シナリオには、シナリ
オを識別可能にするシナリオ名が付されており管理可能となっている。
【００６８】
　例えば、図示していないシナリオ名のリストから操作部２６よりシナリオ名が指定され
ることにより、基地局部１１で実行されるシナリオが指定される。ここで、図９は、表示
部２５に表示されるウインドウ形式で各種データを表示するときのイメージ図である。指
定されたシナリオ名は、図９に示すように、表示領域３１に表示されている。
【００６９】
　シナリオの指定の仕方の一例を説明する。操作部２６より１つのシナリオの実行が終了
するごとに次に実行するシナリオのシナリオ名が指定されてもしてよい。操作部２６より
予め実行順に複数のシナリオ名を指定しておき、その実行順にシナリオが実行されてもよ
い。
【００７０】
　図９に示すように、表示されたシナリオVoice_test、Packet_test、Video_test、Packe
t_Ratechange_test、PPP_testが、試験項目名として実行順に表示され、順次実行される
。他の表示形態としてシナリオが実行されたときに表示領域３１に順次表示されるように
しても良い。
【００７１】
　シナリオの一例として、シナリオVoice_test、Packet_Ratechange_test、PPP_testの内
容の一部が、図１０に示されており、シナリオPacket_Ratechange_testには、このシナリ
オ内に試験項目名を示す文字情報と共にその開始、終了を通知するフラグ（Start_sequen
ce、End_sequence）が記述されている。なお、開始を通知するフラグだけがシナリオ内に
記述されていてもよい。このフラグにより試験項目名Rate_64K、Rate_384Kが表示領域３
１に表示されている。このとき、図９に示すように、フラグによる試験項目がシナリオPa
cket_Ratechange_testの中にあることを示すため、シナリオ名による試験項目名より字下
げ（インデント）してフラグによる試験項目名が表示されてもよい。
【００７２】
　基地局部１１は、指定されたシナリオの実行を開始するときには、そのシナリオ名を試
験項目名としてトレースデータ情報生成手段１２に通知するようになっている。また、基
地局部１１は、シナリオに記述された試験項目の開始を表すフラグから、試験項目名を示
す文字列情報と共に試験項目の開始をトレースデータ情報生成手段１２に通知するように
もなっている。さらに、基地局部１１は、シナリオに記述された試験項目の終了を表すフ
ラグから、試験項目名を示す文字列情報と共に試験項目の終了をトレースデータ情報生成
手段１２に通知するようにもなっている。なお、シナリオに試験項目の開始のフラグと共
に終了のフラグが記述された場合、試験項目の開始のフラグだけがシナリオに記述された
場合と比較してそれぞれの試験項目の開始の切り替わりだけでなく、それぞれの試験項目
の開始から終了が明確になる。
【００７３】
　トレースデータ情報生成手段１２は、移動通信端末２に送信されるデータユニットおよ
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び移動通信端末２から受信されたデータユニットを基地局部１１から取得し、取得した送
受信のデータユニットからイベントの番号、各レイヤ間でのシーケンス状況、プリミティ
ブ、メッセージ、時刻などに対応した情報を抽出し、さらに時刻情報を付加した情報をト
レースデータとして生成して蓄積手段１５に出力するようになっている。トレースデータ
情報生成手段１２は、基地局部１１から試験項目名が通知されたときには、時刻情報を付
加した情報を試験項目名データ１５ｃとして生成して蓄積手段１５に出力するようになっ
ている。また、トレースデータ情報生成手段１２は、送受信のデータユニットをスループ
ット算出手段１３に出力するようになっている。
【００７４】
　スループット算出手段１３は、トレースデータ情報生成手段１２から出力されたデータ
ユニットに基づいてチャネル毎やセッション毎かつ単位時間毎にスループットを算出し、
算出したスループットのデータに時刻情報を付加し、付加した情報をスループットデータ
として生成して蓄積手段１５に出力するようになっている。また、スループット算出手段
１３は、スループットのデータを帯域制御手段１６に出力するようになっている。チャネ
ルやセッションとしては、ロジカルチャネル、トランスポートチャネル、フィジカルチャ
ネルやＮＳＡＰＩ（ネットワークサービスアクセスポイント識別子）等がある。
【００７５】
　なお、スループットは、ユーザーが特に指定しない限り、各レイヤのオーバヘッドを取
り除いたデータの実効速度を表している。
【００７６】
　時刻情報発生手段１４は、一定時間毎に時刻情報をトレースデータ情報生成手段１２お
よびスループット算出手段１３に出力するようになっている。
【００７７】
　蓄積手段１５は、トレースデータ情報生成手段１２から出力されたトレースデータをト
レースログとして、試験項目名データを試験項目名ログとして記憶媒体に蓄積し、かつ、
スループット算出手段１３から出力されたスループットデータをスループットログとして
記憶媒体に蓄積するようになっている。
【００７８】
　帯域制御手段１６は、スループット算出手段１３から出力されたスループットのデータ
に基づき、移動通信端末２と通信規格に基づいた手順により通信帯域の交渉（設定）を行
い、移動通信端末２との通信帯域を制御するようになっている。
【００７９】
　抽出手段２１は、蓄積手段１５からスループットデータを抽出し、抽出したスループッ
トデータをスループット表示手段２２に出力し、蓄積手段１５から試験項目名データを抽
出し、抽出した試験項目名データを試験項目名表示手段３０に出力し、かつ、蓄積手段１
５からトレースデータを抽出し、抽出したトレースデータをトレース表示手段２４に出力
するようになっている。
【００８０】
　スループット表示手段２２は、抽出手段２１によって抽出されたスループットデータに
おける単位時間毎のスループットの状況をグラフで表示部２５に表示するようになってい
る。例えば、表示部２５に表示するスループットの状況におけるグラフを図９に示す。
【００８１】
　図９は、表示部２５に表示されるウインドウ形式で各種データを表示するときのイメー
ジ図である。グラフ３は、横軸を時刻とし、縦軸を単位時間毎に対応させたスループット
（毎秒キロビット）とした場合におけるスループットの状況を表したグラフである。
【００８２】
　表示スケール変更手段２３は、例えば、試験者によって指定される単位時間の入力を受
付けて、指定される単位時間毎にグラフ３を更新するようスループット表示手段２２に指
示するようになっている。なお、スループット表示手段２２は、単位時間毎のスループッ
トの状況を単位時間毎にスクロールさせながら、最新のスループットの状況を順次グラフ
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３に表示するようにしてもよい。
【００８３】
　トレース表示手段２４は、抽出手段２１によって抽出された最新のトレースデータを表
示部２５に随時表示するようになっている。例えば、表示部２５に表示するトレースデー
タの状況におけるグラフを図９に示す。トレースデータの表示領域４には、イベントの番
号、各レイヤ間でのシーケンス状況、プリミティブ、メッセージ、時刻などに対応した情
報が表示されている。
【００８４】
　試験項目名表示手段３０は、抽出手段２１によって抽出された試験項目名データを基に
試験項目名を表示部２５の表示領域３１に随時表示するようになっている。
【００８５】
　表示部２５は、例えば液晶ディスプレイなどで構成され、図９に示したイメージを表示
するようになっている。また、操作部２６は、複数の操作ボタンなどによって構成され、
試験者から情報を入力する。
【００８６】
　試験者が表示部２５に表示された単位時間毎のスループットの状況から、特に詳細な情
報を確認したい時刻を操作部２６を用いて指定した場合、時刻取得手段２７は、指定され
た時刻を取得するようになっている。また、時刻取得手段２７は、取得した時刻を抽出手
段２１に出力するようになっている。
【００８７】
　表示位置制御手段２８は、例えば、試験者が図９に示したグラフ３や表示領域４のスク
ロールバーを操作部２６を用いて移動させた場合、スクロールバーの移動状況に応じたス
ループットデータ、トレースデータ、および試験項目名データを抽出手段２１に抽出させ
るようになっている。
【００８８】
　また、抽出手段２１は、スクロールバーの移動状況に応じたスループットデータ、トレ
ースデータ、および試験項目名データを蓄積手段１５から抽出した場合、抽出したスルー
プットデータ、トレースデータ、および試験項目名データを、スループット表示手段２２
、トレース表示手段２４、および試験項目名表示手段３０に出力し、スループット表示手
段２２、トレース表示手段２４、および試験項目名表示手段３０は、スループットデータ
、トレースデータ、試験項目名データを表示部２５に表示するようになっている。
【００８９】
　また、抽出手段２１は、時刻取得手段２７から出力された時刻と対応するトレースデー
タを蓄積手段１５から抽出し、抽出したトレースデータをトレース表示手段２４に出力し
、トレース表示手段２４は、トレースデータを表示部２５に表示するようになっている。
　抽出手段２１は、時刻取得手段２７から出力された時刻と対応する試験項目名データを
蓄積手段１５から抽出し、抽出した試験項目名データを試験項目名表示手段３０に出力し
、試験項目名表示手段３０は、試験項目名を表示部２５に表示するようになっている。
【００９０】
　以上のように構成された本発明の実施の形態に係る通信試験装置の動作について図８お
よび図９を参照しながら説明する。
【００９１】
　（第１１の実施の形態）
　まず、試験者が、表示部２５に表示されたグラフ３上の詳細に確認したい箇所に、操作
部２６を用いてマーカー５を配置する。すると、時刻取得手段２７は、マーカー５が配置
した位置にある時刻を取得し、取得した時刻を抽出手段２１に出力する。なお、グラフ上
の詳細に確認したい箇所をマーカーを用いず操作部２６により時刻を数値入力して時刻を
指定してもよい。
【００９２】
　次に、抽出手段２１は、時刻取得手段２７から出力された時刻と対応するトレースデー
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タ、試験項目名データを蓄積手段１５から抽出する。時刻取得手段２７から出力された時
刻と対応するトレースデータは、その時刻に最も近いトレースデータでもよいし、その時
刻から直前のトレースデータでもよい。
　時刻取得手段２７から出力された時刻に対応する試験項目名データは、試験項目名デー
タに開始時刻のみがあって終了時刻がない場合もあるため、時刻取得手段２７から出力さ
れた時刻よりも前で最も近い試験項目名データでもよい。
【００９３】
　抽出手段２１は、抽出したトレースデータをトレース表示手段２４に出力し、トレース
表示手段２４は、抽出手段２１によって出力されたトレースデータが特定されるように表
示部２５に表示する。抽出手段２１は、抽出した試験項目名データを試験項目名表示手段
３０に出力し、試験項目名表示手段３０は、抽出手段２１によって出力された試験項目名
が特定されるように表示部２５に表示する。
【００９４】
　例えば、トレース表示手段２４は、抽出手段２１によって出力されたトレースデータが
トレースデータの表示領域４で表示されている時刻範囲の外にあった場合、トレースデー
タの表示領域４に収まるようにトレースデータを表示したり、トレースデータをハイライ
トさせて表示する。
【００９５】
　試験項目名表示手段３０は、抽出手段２１によって出力された試験項目名が試験項目名
の表示領域３１で表示されている範囲の外にあった場合、図９に示したように、試験項目
の表示領域３１に収まるように試験項目名を表示したり、試験項目名をハイライトさせて
表示する。
【００９６】
　以上説明したように、通信試験装置１は、試験者が表示部２５に表示された単位時間毎
のスループットの状況に基づいて時刻を指定したとき、指定した時刻と対応するトレース
データを抽出し、抽出されたトレースデータが特定されるように表示部２５に表示すると
共に、同一の通信手順による試験を送信電力や通信帯域といったパラメータを変更させな
がら行う場合、変更するパラメータ値を試験項目名を示す文字情報とするフラグをシナリ
オ内に記述することにより、時刻と対応する試験項目名を抽出し、抽出された試験項目名
が特定されるように表示部２５に表示するため、試験項目名と併せて移動通信端末２のデ
ータスループットが変化する原因を容易に解析することを支援でき、複数の試験結果のう
ちどの試験で発生した移動通信端末２のデータスループットなのかを容易に特定すること
ができる。
【００９７】
　ここで、本発明のスループットデータと試験項目名とを対応付けて表示する実施の形態
に係る通信試験方法を図１２に示し、以下に説明する。
【００９８】
　ここでは、試験対象となる移動通信端末２との通信手順が記述され、かつ、記述された
通信手順による試験を識別するための試験項目名を有した複数のシナリオがシナリオ記憶
部２９に記憶されている。
【００９９】
　まず、トレースデータ情報生成手段１２は、シナリオ記憶部２９に記憶されたシナリオ
に基づいて、シナリオが有する試験項目名を抽出して出力する基地局部１１と、試験対象
となる移動通信端末２との間で実行される試験項目名とその開始の時刻を表す時刻情報を
関連付けて蓄積手段１５に蓄積するとともに、シナリオに基づいて送受信されるデータユ
ニットのスループットに関するスループットデータをデータユニットの送受信の時刻を表
す時刻情報と関連づけて蓄積手段１５に蓄積する（Ｓ１１）。
【０１００】
　次に、抽出手段２１は、蓄積手段１５から試験項目名およぴスループットデータを抽出
する（Ｓ１２）。試験項目名表示手段３０、スループット表示手段２２、およびトレース
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表示手段２４は、抽出された試験項目名と、抽出されたスループットデータにおける単位
時間のスループットの状況を表すグラフ３とを表示部２５に表示する（Ｓ１３、Ｓ１４）
。
【０１０１】
　グラフ３に示される範囲内のグラフ上の解析をしたい少なくとも１つの点が操作部２６
で指定されたとき（Ｓ１５）、時刻取得手段２７は、指定された点に対応する時刻を取得
する（Ｓ１６）。取得した時刻に実行された試験項目名が時刻情報に基づき特に蓄積手段
１５から抽出されて、抽出手段２１は、抽出された試験項目名が識別可能に表示部２５に
表示される（Ｓ１７）。
【０１０２】
　以上、第１から第１１の実施の形態について説明した。第１から第１１の実施の形態は
、個々に実施されてもよいが、全ての実施の形態が組み合わされて実施されてもよく、ま
た、それぞれ幾つかが組み合わされて実施されてもよい。
【産業上の利用可能性】
【０１０３】
　以上のように、本発明は、試験対象となる移動通信端末のデータスループットが変化す
る原因を容易に解析することを支援できるという効果を有し、通信機器との間で送受信さ
れるデータを監視および試験するための通信試験装置等として有用である。
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